
 

 

 

 

２０２０年１月２２日 
  
 

ぶぎん「地域活性コンソーシアム」第２回会議の開催について 
～「SDGｓが生み出す新たなパートナーシップ」～ 

 
  武蔵野銀行（頭取 長堀 和正）は、２０２０年１月２７日（月）、ぶぎん「地域活性

コンソーシアム」の第２回会議を開催いたしますので、お知らせします。 

 

ぶぎん「地域活性コンソーシアム」は、当行と県内の１６自治体、８大学、企業・    

団体などが連携し、各地域の課題・ニーズや地域活性化のノウハウを共有しながら、  

より実効性のある地方創生の取組みを目指していくため、２０１９年８月に立ち上げた

「産学官金」のプラットフォームです。 

  

第２回となる今回は、自治体や地元企業で関心が高まっているＳＤＧｓ（持続可能な

開発目標）を議題に設定し、専門家による基調講演、「農業」「産業振興」「健康」を    

テーマとした分科会でのディスカッションを通じ、具体的な取組みへと繋げていくこと

を企図しています。 

 

当行では、今後も地元銀行として、ステークホルダーの皆さまと連携・協働しながら、

持続可能な地域づくりに積極的に取組んでまいります。 

 

＜ぶぎん「地域活性コンソーシアム」第２回会議の概要＞ 

日時 ２０２０年１月２７日（月） １３：３０～１６：３０ 

会場 埼玉会館 ７Ｂ会議室（さいたま市浦和区高砂３－１－４） 

出席者 
・包括連携協定（産学連携協定）を締結する自治体、大学関係者 

・地域活性、産業振興に取組む企業、団体 

内容 

①基調講演「未来から選ばれる地域経営を考える 

～ＳＤＧｓが生み出す新たなパートナーシップ～」 

ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社 原口 真氏 

②テーマ別分科会 

「農業による地域振興」「地域企業の活性化」「地域の健康づくり」       

をテーマとしたワークショップを実施します 

以 上 
                    

報道機関からのお問い合わせ先 

地域サポート部 地域価値創造室 浅見、藤井 

TEL（048）641‐6111（代） 内線 2702、2706 


